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平成１６年９月７日 Ｎｏ．８

三 鷹市立第六中 学校

大 嶺 せ い 子

「わが国には昔から『能ある鷹は爪を隠す』という諺がある。これは謙譲を美徳とした時代の大衆

へのアピールである。つまり、実力のある人は滅多にその手腕を示してはいけないと戒めているの

である。困ったことに、現代でもそれが高く評価され強調される傾向がある。しかし、滅多に手腕

を示さないのなら、手腕が本当にあるかどうかわからない。第一、そんなに手腕を出し惜しみして

いたら、日進月歩するスピードの時代の今日には通用しないだろう。折角の手腕も宝のもちぐされ

にしかならない。私は、逆に『能ある鷹は爪を隠さず』を主張したいのだ 」。

これはある本の中の一節です。始業式の折りに話しましたが、夏休み中に部活動で技を磨き、力

をいかんなく発揮してくれた人達がたくさんいました。 そして２学期。２学期は変化に富んだ学

期です。１・２年生の校外学習に始まり、３年生の修学旅行、中間考査、けやき祭・合唱コンクー

ルそして期末考査とみなさんが力を発揮していける場面がたくさんあります。これらの大きな行事

や定期考査で力を発揮していけるのは、日頃の積み重ねがあるからなのです。日頃から持てる力を

十分に発揮していくことによって、さらに能力が磨かれていくのです。

『能ある鷹は爪を隠す』ではなく 『能ある鷹は爪を隠さず』の心意気、

で様々なことに取り組んでいって欲しいなと思います。

活動をしていく中でこそ自分の良い点や改めていった方がいい点が見

えてくるものです。お喋りではなく、自分の考えを発言できるようにす

る、付和雷同で動くのではなく自分の考えに基づいた活動を展開すると

いったことが、大人になっていくための準備期間に入ってきているみな

さんには求められているのです。そしてもう一つ。いくら外形でカッコ

をつけてみたって、中味がないんじゃ「張り子のトラ」です。中味を充

実させていくためにも、様々な場面で思う存分力を発揮するようにして

ほしいなと思います。期待しています。

吹奏楽部 水 泳

東京都吹奏楽コンクール 銀賞 後藤満里奈（３Ａ ：関東大会出場）

陸上部 ８００Ｍ自由形（１０分３秒８７）

東京都総合体育大会 第９ブロック大会

鈴木 美紅（３Ａ ：砲丸投げ 総合の部：４位）

７位（１０Ｍ０３） 男子の部：３位

佐佐木彰之介（２Ａ ：走高跳 女子の部：６位）

５位（１Ｍ７０）

むさしのＴ＆Ｆトライアル いよいよ部活動も２年生が中心

玉木 洲太（２Ｂ ：１００Ｍハードル となって活動する時期となりました。）

３位（１６秒７７） 誇るに足る先輩となれるよう、１年生

佐佐木彰之介：走高跳 を引っ張っていって下さい。

２位（１Ｍ６５）
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